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教示文 

親にとって子どもは、充足感と喜びをもたらしてくれる存在として重要です。それと同時に、一部の

親にとっては、子どもは疲労の原因ともなります。（これは、矛盾ではありません。自己実現と疲労と

は共存する場合がありますし、自分の子どもを愛しながら、同時に親としての役割に疲れ果ててしまう

こともあり得ます）。以下のアンケートは、親として経験する可能性がある「情緒的な疲労」に関する

ものです。ご自分の気持ちに一番近い回答を、選択してください。以下の各文について、そうした感情

を全く経験したことがなければ、「全くない」を選んでください。そうした感情を体験したことがあれ

ば、どの程度の頻度でそう感じるか、「年に数回以下」から「毎日」までのいずれかを選んでお答えく

ださい。 

 

0：全くない 

1：年に数回以下 

2：月に 1 回 

3：月に数回 

4：週に 1 回 

5：週に数回 

6：毎日 

 

EX1．親としての自分の役割にすっかり疲れ果てている 

EX2．親として本当に疲れ果ててしまっている感覚がある 

EX3．親としての自分の役割に疲れてしまっているので、寝ても疲れが取れないように思える 

EX4．朝起きて、また 1 日子供の相手をしないといけない時、始める前から疲れ果ててしまうように感

じる 

EX5．自分の子供のために、あれもこれもしないといけないと考えるだけで、くたくたになってしまう 

EX6．自分の子供の世話をするエネルギーが全くない 

EX7．親としての役割は、私の能力を使い果たしてしまう 

EX8．自分の子供の世話を、まるで自動操縦装置のようにやってしまっていると感じることがある 

EX9．親としての自分の役割となると、最低限のことさえやっていれば良いという状態になっている 

CO1．以前のような良い父親または母親ではなくなってしまっていると思う 

CO2．自分は以前のような親ではなくなってしまったと内心思う 

CO3．自分はひどい親になってしまったと、恥ずかしく思う 

CO4．親としての自分に、もう誇りを持てない 

CO5．自分の子供の相手をしている時、もう自分が自分でないように感じる 

CO6．父親または母親としての、自分の方向性を見失っているように感じる 

FU1．父親または母親としての自分の役割には、もう耐えられない 

FU2．もうこれ以上、親であることに耐えられない 

FU3．もう、親などやっていられないと感じる 

FU4．親という仕事をこなせないと感じる 

FU5．自分の子供と一緒にいることが楽しくない 

ED1．親として子供にしなければいけないことはしているが、それ以上のことはしない 

ED2．毎日の決まった仕事（車で送る、寝かしつけ、食事）以外に、もはや子供のために努力すること

ができない 

ED3．自分の子供に対して、もはや愛情を示すことができない 

 

EX: Exhaustion in Parental role:情緒的消耗感, CO: Contrast in parental self:過去との比較, 

FU: Feelings of being fed up:あきらめ, ED: Emotional Distancing:感情的距離 

 

 

注 

・日本語訳は川本・Almardani・古谷（2018）による。 

・質問紙等に用いる場合は項目の順番をランダムに並べかえてください。  



 

留意事項 

 

 2020/03/05 現在（今後、更新予定です） 

・本尺度の妥当性、信頼性については、以下の学会発表論文を参照ください。なお、当日発表した発表

論文とポスターも添付しております。 

 

川本 大史・Alimardani Maryam・古谷 嘉一郎 (2018). 子育てバーンアウト評価尺度日本語版の信頼

性・妥当性の検証. 日本パーソナリティ学会第 27 回大会発表論文集, 137. 立命館大学, 8 月 27 日 

 

・調査対象者は 1 人以上の子どもを養育しており、働いている母親 800 名です。 

・確認的因子分析の結果、PBA と同様の因子構造が確認できました。 

 

また、現在、20-59 歳の 1500 人（母親 750 人、父親 750 人）を対象とした調査に基づく論文を執筆

し、投稿予定です（2020 年中に掲載されるように鋭意努力しています）。まだ公刊前であるため、詳細

は説明できませんが、こちらにおいても、確認的因子分析の結果、PBA(Roskam, Brianda, & 

Mikolajczak, 2018)と同様の因子構造が確認できています。詳細についてはもうしばらくお待ちいただ

くか、北海学園大学経営学部古谷嘉一郎（kaichiro@ba.hokkai-s-u.ac.jp）までご連絡ください。 

 

引用文献 

Roskam, I., Brianda, M., & Mikolajczak, M. (2018). A Step Forward in the Conceptualization 

and Measurement of Parental Burnout: The Parental Burnout Assessment (PBA). Frontiers in 
Psychology, 9, 12. https://doi.org/10.3389/fpsyg.2018.00758 
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問題 
	 バーンアウトは仕事だけでなく，子育てでも生じる

ことが報告されている(Roskam, Raes, Mikolajczak, 2017)。

また，日本では欧米と比べて子育てバーンアウトを経

験している親が多い可能性が指摘されており

(Kawamoto, Furutani, & Alimardani, in press)，実態を詳細

に理解する必要がある。しかしながら，先行研究で用

いられた尺度(Parental Burnout Inventory: Kawamoto et al., 

in press; Roskam et al., 2017)は使用料がかかり，更なる研

究の障害となる可能性がある。本研究では，無料で使

用可能な子育てバーンアウト評価尺度(Parental Burnout 

Assessment: PBA, Roskam & Mikolajczak, in press)の日本

語版(PBA-J)を作成し，その信頼性と妥当性を検証した。 

方法 
参加者：子どもと一緒に暮らしており，働いている800

名の親(女性400名, Mage = 44.6, SD = 7.4)が参加した。 

PBA-J：PBAの作者であるRoskam博士に許可を得て， 

PBA-Jを作成した。まず，Crimson社にダブルバックト

ランスレーションを依頼した。次に，日本語・英語と

もに堪能な研究者 1名と著者らで項目内容の確認・修

正を行なった。PBA-Jは情緒的消耗感に関する9項目，

過去との比較に関する 6項目，あきらめに関する 5項

目，感情的距離に関する3項目の計23項目で構成され

ている。参加者は，それぞれの項目について，全く経

験しない(0)から毎日経験する(6)の 7件法で回答した。 

他尺度：仕事バーンアウト(久保, 1998)，育児ストレス

(Miyata，2002)，抑うつ(青木他, 1974)，子育て完全主義

(Kawamoto & Furutani, 2018; 桜井・大谷，1997)，人口

統計学的指標(Kawamoto, Furutani, & Alimardani, in press)。 

結果 
PBA-Jについて確認的因子分析(4因子)を行なった結

果，モデルの適合度は十分だった(CFI = .93, RMSEA 

= .08)。内的信頼性は十分であり(αs > .74)，仕事バーン

アウト，育児ストレス，抑うつ，子育て完全主義との

間に正の関連が認められた(Table 1)。 

Table 1 PBA-Jの平均・標準偏差と変数間の関連 

PBA-J M ( SD ) JBI 育児 
ストレス 

抑うつ 完全 
主義 

total 19.5 (25.2) .39* .52* .47* .32* 

EX 8.5 (10.8) .38* .54* .44* .31* 

CO 4.3 (7.0) .36* .45* .46* .29* 

FU 3.5 (5.3) .34* .43* .41* .25* 

ED 2.6 (3.5) .33* .40* .39* .24* 

Note: スピアマンの順位相関，EX: 情緒的消耗感，CO: 過去との比較, 

FU: あきらめ, ED: 感情的距離,  JBI: 仕事バーンアウト, *p < .001 

考察 

本研究の結果から，PBA-J の信頼性と妥当性が確認

された。具体的には，先行研究と同様の 4因子構造が

確認され，内的信頼性の高さと基準関連妥当性が示さ

れた。一連の結果は先行研究の知見(Kawamoto, Furutani  

& Alimardani, in press; Roskam & Mikolajczak, in press)を

再現するものである。今後は，子育てバーンアウトの

モデルや理論を洗練する必要がある。 

引用文献 

Kawamoto, T., & Furutani, K. (2018). The mediating role of 

intolerance of uncertainty on the relationships between 
perfectionism dimensions and psychological 

adjustment/maladjustment among mothers. Personality and 
Individual Differences, 122, 62-67. 

Kawamoto, T., Furutani, K., & Alimardani, M. (in press). Preliminary 
validation of Japanese version of Parental Burnout Inventory 

and its relationship with perfectionism. Frontiers in Psychology  
Roskam, I., Raes, M. E., & Mikolajczak, M. (2017). Exhausted 

parents: Development and preliminary validation of the parental 
burnout inventory. Frontiers in Psychology, 8:163. 

Roskam, I., & Mikolajczak, M. (in press). A step forward in the 
conceptualization and measurement of parental burnout: The 

Parental Burnout Assessment (PBA). Frontiers in Psychology 

（KAWAMOTO Taishi, ALIMARDANI Maryam,  
FURUTANI Kaichiro） 
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